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現
在
、
「農
業
委
員
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
規
制
改
革
会
議
等
で

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

昨
年
12
月
に
政
府
が
策
定
し
た

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」の
改
訂
（
平
成
26
年
６

月
）に
反
映
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

議
論
の
内
容
は
、
「農
業
委
員
会

業
務
に
お
け
る
重
点
の
見
直
し
」
、

「
委
員
の
構
成
や
選
挙
・
選
任
方

法
、
事
務
局
体
制
等
に
つ
い
て
の

見
直
し
」等
で
あ
る
。
農
業
委
員

会
系
統
組
織
と
し
て
も
制
度
・
組

織
の
改
革
に
向
け
て
、
農
業
委
員

会
や
農
業
者
の
意
見
を
集
約
し
、

「
農
地
法
等
の
許
認
可
業
務
と
振

興
業
務
は
一
体
的
に
取
り
組
む
」、

「担
い
手
へ
の
集
積
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
業
務
を

重
点
的
に
取
り
組
む
」、
「農
業
委

員
の
公
選
制
の
維
持
」、
「市
町
村
・

都
道
府
県
・
全
国
と
い
う
農
業
委

員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
強

化
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

政
府
等
で
の
制
度
・
組
織
の
あ
り

方
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
農

業
委
員
会
組
織
の
役
割
・
機
能
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
内
容
と
な
る

よ
う
、
強
く
要
望
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ｈ
・
Ｋ
）

あ
ぜ
道
の
声

農地中間管理機構が発足

農地中間管理機構の看板を掲げる飯泉知事、四宮農業会議会長、荒井ＪＡ徳島中央会長

公
益
財
団
法
人
徳
島
県
農
業
開

発
公
社
が
、
農
地
を
農
家
か
ら
借

り
受
け
て
集
約
化
し
、
地
域
の
中

核
的
な
担
い
手
農
家
等
に
貸
し
付

け
等
を
行
う
「
農
地
中
間
管
理
機

構
」
と
し
て
徳
島
県
知
事
か
ら
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
を
受
け
た

本
年
３
月
19
日
に
は
、
飯
泉
県
知

事
、
四
宮
県
農
業
会
議
会
長
、
荒

井
Ｊ
Ａ
徳
島
中
央
会
会
長
ら
に
よ

り
、
徳
島
県
農
業
開
発
公
社
に

「徳
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構
」

の
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
農
業
開
発
公
社
は
、
農

地
売
買
事
業
に
よ
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
業
務
、
新
規
就
農
相
談
、

青
年
農
業
者
等
の
育
成
業
務
を
行
っ

て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
都
道

府
県
に
一
つ
設
置
さ
れ
る
農
地
中

間
管
理
機
構
と
し
て
最
適
で
あ
る

と
の
判
断
を
い
た
だ
い
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
町
村

と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
農

地
の
集
約
化
・
集
団
化
を
促
進
し
、

県
内
農
業
の
生
産
性
の
向
上
等
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（徳
島
県
農
業
開
発
公
社
）



全
国
農
業
会
議
所
主
催
に
よ
る

平
成
26
年
度
全
国
情
報
会
議
が
４

月
９
日
、
椿
山
荘
（
東
京
都
文
京

区
）
で
開
か
れ
、
県
内
農
業
委
員

会
か
ら
２
名
、
県
農
業
会
議
職
員

の
２
名
が
出
席
し
た
。

会
議
に
さ
き
が
け
て
、
第
20
回

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
農
業
委
員
会
と
情

報
活
動
功
労
者
、
優
秀
農
業
委
員

会
・
団
体
・
優
秀
農
業
会
議
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
が
、
本
県
か

ら
は
、
徳
島
市
と
阿
南
市
が
優
秀

農
業
委
員
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

全
国
情
報
会
議
で
は
全
国
農
業

会
議
所
の
松
本
専
務
理
事
よ
り

（１
）平
成
26
年
度
情
報
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
（２
）農
業
委
員
会
に

お
け
る
情
報
提
供
活
動
の
強
化
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

全
国
農
業
新
聞
は
、
来
年
４
月

か
ら
の
購
読
料
が
、
月
額
６
０
０

円
か
ら
７
０
０
円
に
引
き
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
紙
面
改
革
や

質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
読
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
身

近
な
農
業
・
農
村
現
場
の
記
事
を

拡
充
す
る
こ
と
や
、
カ
ラ
ー
ぺ
ー

ジ
を
増
や
す
こ
と
等
が
協
議
さ
れ

た
。
併
せ
て
、
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
通
じ
て
新
聞
記
事
評
価
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
も
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。

ま
た
、
普
及
推
進
と
合
わ
せ
、

購
読
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
、
市
町
村
農

業
委
員
会
巡
回
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
協
議
が
行
わ

れ
た
。
記
念
講
演
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
地
域
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

代
表
の
板
本
洋
子
氏
を
講
師
に
招

き
、
「
―
婚
活
前
線
―
地
域
に
お

け
る
結
婚
支
援
の
目
の
つ
け
ど
こ

ろ
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
っ
た
。

本
年
７
月
に
行
わ
れ
る
第22

回

農
業
委
員
統
一
選
挙
は
、
農
業
委

員
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
図

る
上
で
重
要
な
意
義
が
あ
り
、
新

た
な
農
業
委
員
に
は
、
熱
意
と
行

動
力
の
あ
る
女
性
・
青
年
農
業
者

や
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
、
地

域
の
農
業
・
農
村
の
振
興
に
取
り

組
む
多
様
な
人
材
の
登
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
今
回
の
統
一
選
挙
は
、

平
成
22
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
や
農
林
水
産
省
経
営
局
長
通

知
に
示
さ
れ
た
「
女
性
農
業
委
員

の
登
用
増
」
と
い
う
目
標
達
成
に

向
け
て
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織

全
体
が
一
丸
と
な
り
統
一
選
挙
の

気
運
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

全
国
農
業
会
議
所
と
全
国
農
業
新

聞
は
「
農
業
委
員
統
一
選
挙
標
語
」

を
募
集
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

入
選
作
品
が
決
定
し
た
。

全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
２
７

９
点
の
中
か
ら
、
農
業
委
員
統
一

選
挙
の
趣
旨
、
農
業
委
員
会
の
使

命
や
役
割
を
よ
く
表
し
て
い
る
次

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

【１
等
】

◇
「人
・
農
地

時
代
に
つ
な
ぐ

農
委
選
」

・
三
重
県
伊
賀
市

吉
岡
康
夫
氏

【２
等
】

◇
「地
域
の
魅
力

引
き
出
せ

女
性
パ
ワ
ー
」

・
群
馬
県
館
林
市

亀
田
久
子
氏

【３
等
】

◇
「農
声(

の
う
せ
い)

に

応

(

こ
た)

え
て
励(

は
げ)

め

農

業
委
員
」

・
愛
知
県
豊
根
村

熊
谷
一
夫
氏

【佳
作
】

◇
「
将
来
に
夢
と
農
地
と
信
頼
を

地
域
で
託
す

農
委
選
」

・
北
海
道
置
戸
町

樋
口
輝
夫
氏

◇
「ま
か
せ
ま
す

地
域
を
知
っ

た

こ
の
人
に
」

・
栃
木
県
益
子
町

小
出
貫
凡
氏

◇
「こ
の
一
票

託
し
て

振
興

(

お
こ)

す
国
の
農
」

・
群
馬
県
草
津
町

中
澤
幸
丸
氏

◇
「農
委
に
託
す

地
域
の
農
業

熱
意
と
知
恵
で
推
進

明
る
い

未
来
」

・
群
馬
県
榛
東
村

山
口
操
氏

◇
「ふ
る
さ
と
の

未
来
を
耕
せ

農
委
選
」

・
吹
田
市

小
西
佐
知
子
氏
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全
国
情
報
会
議
が
開
か
れ
る

農
業
委
員
統
一
選
挙

の
標
語
決
ま
る



事
業
創
設
の
背
景

農
業
の
生
産
性
を
高
め
、
競
争

力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
と
集
約

化
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
生
産

コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、

「
10
年
後
に
目
ざ
す
姿
」
が
国
の

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
（
平
成
25
年
12
月
10
日

農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

本
部
決
定
）
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

◇
担
い
手
が
利
用
す
る
農
地
面
積

の
割
合
を
現
在
の
５
割
か
ら
８

割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

◇
新
規
就
農
し
定
着
す
る
農
業
者

を
、
現
在
の
20
万
人
か
ら
40
万

人
に
倍
増
す
る
こ
と
。

◇
法
人
経
営
体
を
現
在
の
１
万
２

千
５
百
法
人
か
ら
５
万
法
人
に

拡
大
さ
せ
る
こ
と
。

の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
目
標
達
成
に
寄
与
す
べ
く

農
地
中
間
管
理
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
を
設
立
し
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
①
農
業
経
営
の
規

模
拡
大
、
②
耕
作
の
事
業
に
供
さ

れ
る
農
用
地
の
集
団
化
、
③
新
た

に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者

の
参
入
を
促
進
し
、
農
用
地
の
利

用
の
効
率
化
と
高
度
化
を
図
る
こ

と
等
に
よ
り
、
農
業
の
生
産
性
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
等
を
促
進
す
る
「
農
地
中
間

管
理
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
「
事
業
を
公
平
か
つ

適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
人
」

を
知
事
が
指
定
し
、
各
都
道
府
県

に
一
つ
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

徳
島
県
で
は
、
公
益
財
団
法
人

徳
島
県
農
業
開
発
公
社
が
指
定
法

人
と
し
て
知
事
の
指
定
を
受
け
て

い
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
の
役
割

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
県
の

指
導
・
助
言
の
も
と
、
次
の
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
貸
し
付
け
希
望
農
家
の
農
地
を

借
り
受
け
、
担
い
手
（
認
定
農
業

者
、
新
規
就
農
者
、
農
業
生
産
法

人
）
等
が
効
率
的
に
営
農
で
き
る

よ
う
農
地
を
集
約
化
し
て
貸
し
付

け
す
る
。

②
必
要
に
応
じ
て
、
基
盤
整
備
等

を
実
施
す
る
。

③
担
い
手
が
借
り
受
け
る
ま
で
の

間
、
農
地
の
管
理
作
業
を
実
施
す

る
。

市
町
村
と
の
連
携
等

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
市
町

村
の
同
意
を
得
た
上
で
、
業
務
の

一
部
を
全
て
の
市
町
村
に
委
託
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
委
託
す
る

業
務
の
内
容
は
、
「相
談
窓
口
」
、

「借
受
予
定
農
用
地
の
位
置
・
権

利
関
係
の
確
認
」、
「貸
し
手
及
び

借
り
手
と
の
交
渉
」、
「契
約
締
結

事
務
」
等
を
予
定
し
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
等
の
業
務
が
積
極
的
に
促

進
さ
れ
ま
す
よ
う
関
係
者
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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１
．
加
入
推
進
の
基
本
方
針

本
年
度
の
加
入
推
進
の
基
本
方

針
は
、
昨
年
度
に
農
林
水
産
大
臣

か
ら
示
さ
れ
た
政
策
支
援
の
対
象

と
な
る
若
い
農
業
者
の
加
入
拡
大

に
向
け
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
年
間

新
規
加
入
者
目
標
２
，
７
０
０
人

（
県
内
確
保
目
標
41
人
）
を
達
成

し
、
合
わ
せ
て
農
業
委
員
会
・
Ｊ

Ａ
の
両
組
織
で
定
め
た
「
加
入
者

13
万
人
に
向
け
た
前
期
３
カ
年
運

動
」
の
年
間
新
規
加
入
者
目
標
４
，

５
０
０
人
（
県
内
確
保
目
標
73
人
）

の
達
成
に
向
け
加
入
推
進
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
加
入
推
進
に

取
り
組
む
現
場
関
係
者
の
農
業
者

年
金
制
度
の
意
義
・
農
業
者
へ
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
と
確
信
の

深
化
を
図
り
つ
つ
、
加
入
資
格
が

あ
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
政
策

支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
な
が
ら
、
制
度
の
内
容
を
知
ら

な
か
っ
た
た
め
に
加
入
し
な
か
っ

た
と
い
う
農
業
者
の
解
消
に
向
け

て
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と

な
り
、
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

２
．
加
入
推
進
の
重
点
取
り
組
み

事
項１

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
市

町
村
段
階
（
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
）

並
び
に
県
段
階
の
業
務
受
託
機
関

（
農
業
会
議
・
Ｊ
Ａ
中
央
会
）
は

加
入
推
進
の
重
点
取
り
組
み
事
項

と
し
て
次
の
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

（１
）保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
り

つ
つ
老
後
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
の
政
策
支
援
加
入
対
象
者
へ
の

一
層
の
働
き
か
け

①
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
で

あ
る
者
へ
の
政
策
支
援
加
入
の
働

き
か
け

②
家
族
経
営
協
定
締
結
を
一
層
活

用
し
た
配
偶
者
・
後
継
者
へ
の
政

策
支
援
加
入
の
働
き
か
け

③
「人
・農
地
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
、

今
後
の
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営

体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
者
、

そ
の
配
偶
者
・
後
継
者
へ
の
政
策

支
援
加
入
の
働
き
か
け

（２
）若
い
農
業
者
へ
加
入
を
勧
め

る
幅
広
い
働
き
か
け
と
新
規
就
農

対
策
の
対
象
と
な
る
新
規
就
農
者

へ
の
働
き
か
け

（３
）平
均
余
命
の
長
い
女
性
農
業

者
が
自
ら
加
入
し
老
後
に
備
え
る

た
め
の
幅
広
い
働
き
か
け

（４
）公
的
年
金
が
国
民
年
金
の
み

で
上
乗
せ
年
金
が
な
い
農
業
者
の

解
消
に
向
け
た
働
き
か
け

平
成
26
年
度
農
業
者
年
金

加
入
推
進
の
基
本
方
針
・

重
点
取
り
組
み
事
項

農
地
中
間
管
理
事
業
の
創
設

農
地
中
間
管
理
事
業
の
目

的



手づくり情報誌 第29号 かけはし21 平成26年5月1日< 4 >

農
林
水
産
省
は
、
平
成
25
年
12

月
20
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
事

務
・
権
限
の
移
譲
等
に
関
す
る
見

直
し
方
針
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

農
振
・
農
地
転
用
制
度
に
関
す
る

農
地
転
用
許
可
や
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
等
の
要
件
緩
和
ま
た
は

明
確
化
を
行
う
と
し
、
こ
の
た
び
、

そ
の
内
容
が
通
知
さ
れ
た
。

通
知
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１

農
業
の
六
次
産
業
化
の
推
進

（１
）
農
用
地
区
域
内
で
の
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
設
置

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基
づ

く
認
定
区
域
に
限
り
、
農
用
地
区

域
内
で
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設

置
が
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
は
そ
の
効
果
等
を

検
証
し
た
上
で
、
全
国
に
適
用
す

る
こ
と
も
検
討
す
る
と
し
て
い
る

が
、
全
国
的
に
適
用
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
法
に
基
づ
く
認
定
区
域
計
画
の

進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
結
果
等

を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る

と
し
て
い
る
。

（
２
）農
用
地
区
域
内
で
の
農
畜
産

物
の
製
造
（加
工
）施
設
及
び
販
売

施
設
の
設
置

農
畜
産
物
の
製
造
（
加
工
）
施

設
及
び
販
売
施
設
に
つ
い
て
、
六

次
産
業
化
を
推
進
し
、
農
業
者
の

所
得
の
増
大
等
を
図
る
観
点
か
ら
、

農
業
者
自
ら
が
生
産
す
る
農
畜
産

物
を
含
め
て
、
当
該
施
設
が
設
置

さ
れ
る
農
業
振
興
地
域
内
で
生
産

さ
れ
る
農
畜
産
物
を
主
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
農
用
地
区

域
内
に
設
置
で
き
る
と
し
た
。

２

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
の
促
進

（
１
）
第
１
種
農
地
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設

置
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調

和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
基
本
計

画
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
整
備
を
促
進
す
る
区

域
を
設
定
す
る
に
当
た
り
、
再
生

利
用
困
難
な
荒
廃
農
地
等
に
つ
い

て
は
、
第
１
種
農
地
で
あ
っ
て
も

同
区
域
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
設
置
を
可
能
と
し
た
。

（
２
）
農
用
地
区
域
内
で
の
稲
わ

ら
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
設
置

農
業
生
産
活
動
に
よ
り
生
じ
る

家
畜
ふ
ん
尿
、
稲
わ
ら
、
も
み
が

ら
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
て

た
い
肥
化
・
発
電
等
を
行
う
施
設

は
、
農
用
地
区
域
内
に
設
置
で
き

る
農
業
用
施
設
に
該
当
す
る
と
し

た
。

３

集
落
の
維
持
等
農
業
・農
村
の

活
性
化

（１
）「集
落
接
続
」の
取
扱
い

①

農
地
法
施
行
規
則
で
い
う

「
集
落
接
続
」
と
は
、
既
存
の
集

落
と
間
隔
を
置
か
な
い
で
接
す
る

状
態
を
い
う
。

こ
の
場
合
、
集
落
の
周
辺
の
農

地
は
、
集
落
に
居
住
す
る
者
の
営

農
上
必
要
な
苗
畑
、
温
室
等
の
用

途
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い

こ
と
か
ら
、
地
域
の
農
業
の
振
興

の
観
点
か
ら
、
当
該
集
落
の
土
地

利
用
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
周
辺

の
土
地
の
農
業
上
の
利
用
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
次
に
掲
げ

る
事
項
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
、

集
落
に
接
続
し
て
い
る
と
判
断
し

て
も
差
し
支
え
な
い
と
し
た
。

（
ア
）
転
用
許
可
の
申
請
に
係
る

農
地
の
位
置
か
ら
み
て
、
集
団
的

に
存
在
す
る
農
地
を
蚕
食
し
、
又

は
分
断
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

（
イ
）
集
落
の
周
辺
の
農
地
の
利

用
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
既
存
の

集
落
と
転
用
許
可
の
申
請
に
係
る

農
地
の
距
離
が
最
小
限
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

②

な
お
、
集
落
に
接
続
し
て
い

る
と
判
断
す
る
既
存
の
集
落
と
転

用
許
可
の
申
請
に
係
る
農
地
と
の

距
離
に
つ
い
て
は
、
当
該
集
落
の

周
辺
の
農
地
の
利
用
状
況
等
を
踏

ま
え
個
別
具
体
的
に
判
断
す
べ
き

と
し
、
画
一
的
に
定
め
る
こ
と

（
例
え
ば
、
既
存
の
集
落
か
ら
50

メ
ー
ト
ル
以
内
は
集
落
に
接
続
し

て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
等
）
は

適
当
で
な
い
と
し
た
。

（２
）「休
憩
所
等
に
含
ま
れ
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
そ
の
駐
車

場
」の
取
扱
い

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び

そ
の
駐
車
場
は
、
本
来
的
に
は
飲

食
料
品
小
売
業
に
供
す
る
施
設
で

あ
る
が
、
主
要
な
道
路
の
沿
道
に

お
い
て
周
辺
に
自
動
車
の
運
転
者

が
休
憩
の
た
め
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
が
少
な
い
場
合
に
は
、

自
動
車
の
運
転
者
の
休
憩
所
と
同

様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
当
該
施
設
を
農
地
法

施
行
規
則
で
規
定
す
る
「
こ
れ
ら

（休
憩
所
）に
類
す
る
施
設
」
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て

も
差
し
支
え
な
い
と
し
た
。

（
３
）
「
農
業
用
施
設
の
利
用
者
の

た
め
の
駐
車
場
等
」の
取
扱
い

農
業
用
施
設
等
の
管
理
又
は
利

用
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
駐
車

場
、
ト
イ
レ
、
事
務
所
等
に
つ
い

て
は
、
当
該
農
業
用
施
設
等
に
併

設
し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
に
は
、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
で
規
定
す
る
農
業
用
施
設
に

含
ま
れ
る
と
す
る
が
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
、
事
務
所
等
の
規
模
に
つ

い
て
は
、
当
該
施
設
等
で
農
業
に

従
事
す
る
者
や
当
該
施
設
等
を
利

用
す
る
者
の
数
等
を
勘
案
し
て
規

模
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

（
４
）
「
家
畜
等
の
管
理
の
た
め
畜

舎
等
の
近
く
に
農
家
住
宅
を
建
て

よ
う
と
す
る
場
合
」の
取
扱
い

耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
を
営
む

上
で
、
飼
養
牛
の
分
娩
時
の
事
故

防
止
等
の
た
め
、
昼
夜
の
区
別
な

く
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
等
に
、
畜
舎
等
に
隣
接
す
る

な
ど
、
当
該
施
設
か
ら
至
近
の
位

置
に
当
該
業
務
を
営
む
者
の
住
宅

を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当

該
住
宅
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ

て
、
条
例
に
基
づ
く
地
域
の
農
業

の
振
興
に
関
す
る
計
画
、
地
域
の

農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方
公
共

団
体
の
計
画
又
は
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
定
め
る
施
設
に
地
域

の
農
業
の
振
興
を
図
る
上
で
必
要

と
な
る
耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
を

営
む
者
の
住
宅
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
集
団
的
農
地
の
効
率
的
利

用
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
集
団
的
農
地
の
縁
辺
部
に

施
設
を
配
置
す
る
こ
と
、
ま
た
、

規
模
等
が
通
常
必
要
と
さ
れ
る
面

積
等
か
ら
み
て
過
大
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
と
し
た
。

農
振
・
農
地
転
用
制
度
の
運
用
の
明
確
化
通
知



こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で

す
。
当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
等
の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、

商
談
会
の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の

皆
様
の
経
営
改
善
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
実
質
無
利
子

化
措
置
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
向
け
資
金
で
あ
る

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
心
的

経
営
体
に
対
し
て
は
、
引
続
き
特

例
と
し
て
無
利
子
化
措
置
（
融
資

後
５
年
間
）
が
措
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
で
中
心
的
経
営
体
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
認
定
農

業
者
に
対
し
て
は
、
有
利
子
で
の

貸
付
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不

明
の
方
は
市
町
村
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
無
利
子
化
措
置
に

つ
い
て
は
予
算
枠
の
制
約
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
年
度
途
中
で
予
算
枠

が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に

公
庫
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
庫
資
金
に
「
青
年
等
就
農
資
金
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た

○
貸
付
対
象
者

市
町
村
が
認
定
し
た
認
定
新
規

就
農
者
（
新
規
就
農
又
は
就
農
か

ら
５
年
以
内
の
青
年
等
（注
）及
び

法
人
（
青
年
等
が
役
員
の
過
半
を

占
め
て
い
る
も
の
））

○
資
金
の
使
い
道

設
備
資
金
及
び
運
転
資
金
（
農

地
の
取
得
資
金
は
対
象
外
）

○
融
資
限
度
額

３
，
７
０
０
万
円

○
貸
付
条
件

・
償
還
期
間

12
年
以
内
（う
ち

据
置
期
間

５
年
以
内
）

・
無
利
子

・
実
質
無
担
保
・
無
保
証
人

な
お
、
本
資
金
を
実
際
に
利
用

で
き
る
よ
う
な
る
に
は
、
行
政
サ

イ
ド
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
後
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

(

注)

青
年
等
と
は

・
青
年

原
則
と
し
て
18
歳
以
上

45
歳
未
満

・
青
年
以
外

65
歳
未
満

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
出

展
者
募
集
中

８
月
20
・
21
日
の
２
日
間
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東

区
）
で
、
当
公
庫
主
催
の
ア
グ
リ

フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
４

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

産
農
畜
産
物
及
び
そ
の
加
工
食
品

に
限
定
し
た
商
談
会
と
し
て
は
国

内
最
大
級
の
も
の
で
、
出
展
者
は

約
５
０
０
、
来
場
者
は
２
日
間
で

約
１
万
３
千
人
に
の
ぼ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
出
展
に
あ
た
っ
て
は
、

出
展
料
（
１
小
間
10
万
円
弱
）
と

諸
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

徳
島
県
は
そ
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
を
平
成
26
年
度
予
算
で
措
置

し
、
販
路
の
開
拓
を
目
指
す
農
業

者
等
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

生
産
物
の
販
路
の
拡
大
を
考
え

て
お
ら
れ
る
方
等
、
本
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
展
に
ご
興
味
の
あ
る
方
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
別
記
問
い
合
わ
せ
先
に
お

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
展
者
募
集
の
締
め
切

り
は
５
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
募
集
小
間
数
に
達
し
次
第
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
！

中
学
生
の
時
、
職
場
体
験
学
習

で
叔
母
の
農
家
で
農
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ま
で
農
業
に

関
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

叔
母
が
毎
日
の
よ
う
に
、
母
の
家

に
訪
ね
て
き
て
、
お
し
ゃ
べ
り
ば

か
り
を
し
て
い
る
た
め
、
楽
な
仕

事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
農
業
を
体
験
す

る
と
、
そ
の
考
え
は
一
変
し
ま
し

た
。
「
牛
の
子
ど
も
が
産
ま
れ
る

で
！
子
ど
も
の
足
を
引
っ
張
っ
て

あ
げ
て
！
」
叔
母
の
そ
ん
な
一
言

か
ら
職
場
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。

牛
舎
の
掃
除
、
エ
サ
や
り
、
広

大
な
敷
地
の
田
ん
ぼ
や
畑
の
手
入

れ
、
農
協
へ
出
荷
の
作
物
の
荷
運

び
、
目
が
回
る
よ
う
な
３
日
間
で

し
た
。
こ
ん
な
大
変
な
仕
事
が
あ

る
の
か
、
多
忙
な
毎
日
を
こ
な
し

て
い
く
叔
母
が
す
ご
い
人
に
見
え

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
や
畑
に
つ
き
っ

き
り
で
、
遠
出
も
ま
ま
な
ら
ず
、

土
日
祝
日
も
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
年
台

風
を
心
配
し
、
ま

た
、
天
候
が
良
す

ぎ
る
と
周
り
も
豊

作
に
な
る
た
め
に

売
れ
行
き
が
悪
く

な
る
。
そ
ん
な
農

家
の
大
変
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
農
業
会
議
に
入
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
農
業

機
械
会
社
に
勤
め
る
叔
母
の
息
子

さ
ん
の
結
婚
式
で
の
ス
ピ
ー
チ
で

し
た
。
「
農
業
が
大
変
な
の
は
両

親
を
見
て
い
て
知
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
農
業
者

が
楽
に
な
る
機
械
を
作
り
た
い
と

思
い
入
社
し
ま
し
た
」
そ
ん
な
彼

の
言
葉
に
叔
母
は
涙
を
流
し
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
も

彼
の
よ
う
な
農
業
を
支
え
る
一
員

に
な
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

私
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
法

律
分
野
、
助
成
金
な
ど
わ
か
り
に

く
い
分
野
を
農
業
者
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

力
が
及
ば
な
い
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

徳
島
県
農
業
会
議
の
笹
賀
圭

（さ
さ
か
け
い
）を
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

新入職員の笹賀 圭 主事



場           所 対  象  者

　８日～　９日 都道府県農業会議事務局長会議 蚕糸会館 農業会議事務局長

　９日 農業委員会業務等各県等担当者会議 岡山市（中国四国農政局） 各県担当者

１３日 都道府県農業会議会長会議 蚕糸会館 農業会議会長

１３日～１４日 農業者年金業務担当者会議 徳島県立障害者交流プラザ研修室 農委・ＪＡ担当者

１５日～１６日 ２６年度新聞事業西日本ブロック会議 鳥取県 新聞担当者等

１６日 農業雇用改善モデル経営体指導 阿波市阿波町 農業法人経営体

１９日 徳島県農業会議第４０４回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

２３日 農業雇用改善モデル経営体指導 阿南市新野町 農業法人経営体

２７日～２８日 ２６年度全国農業委員会会長大会・実行委員会 日比谷公会堂 農業委員会会長等

２８日 農業先進地視察 茨城県牛久市 農業委員会会長等

３０日 徳島県担い手育成総合支援協議会総会 ＪＡ会館 担い手協議会構成機関

３０日 徳島県有機農産物認証協会理事会・総会 徳島市内 有機農産物認証協会会員

　３日～　４日 全国農業図書西日本ブロック会議 徳島市内 西日本農業会議担当者等

１０日 市町村農業委員会会長事務局長会議 徳島グランヴィリオホテル 農業委員会会長事務局長

１２日～１３日 農業者年金新任担当者研修会 ＪＡ会館 農委・ＪＡ新任担当者

１４日 新・農業人フェアー（大阪①） マイドームおおさか 新規就農・就業希望者

１８日 徳島県農業会議第４０５回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

　５日 新・農業人フェアー（東京①） 東京国際フォーラム 新規就農・就業希望者

１８日 徳島県農業会議第４０６回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

７月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

５月

６月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

１月 9,282 0 1,460 4,246 18,287 2,722 0 0 0 59,206 95,203

２月 9,820 0 0 9,188 1,674 550 593 3,439 0 144,278 169,542

３月 19,382 2,246 0 9,826 2,613 1,073 331 1,380 0 41,716 78,567

合計 38,484 2,246 1,460 23,260 22,574 4,345 924 4,819 0 245,200 343,312

農地法第４条・第５条転用許可の面積
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

かけはし21 第29号

本県でも農地中間管理機構が４月１日に発足。（公財）

徳島県農業開発公社が農地中間管理機構の指定法人とし

て、農地利用集積・集約化の業務を担うこととなったが、

「仏を作って魂入れず」とならないよう、地域農業現場の

現場の関係者、とりわけ「餅は餅屋」である農業委員の皆

様方のお力添えが不可欠。ご理解とご協力を。（Ｔ・Ｍ）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議

員
会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第

４
条
・
第
５
条
の
転
用
許
可
面

積
は
左
表
（
１
月
～
３
月
）
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
農
業
委
員
研
修
テ
キ
ス
ト

農
地
法
（改
訂
版
）

農
地
中
間
管
理
事
業
、
新
た
な

遊
休
農
地
対
策
に
対
応
し
た
「
改

訂
版
」
で
す
。

農
地
制
度
の
概
要
、
農
地
法
に

も
と
づ
く
農
業
委
員
会
・
農
業
委

員
の
業
務
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
テ
キ
ス
ト
で
す
。

研
修
教
材
と
し
て
、
総
会
・
農

地
部
会
等
に
お
け
る
参
考
資
料
と

し
て
、
幅
広
く
活
用
で
き
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

刊
行

平
成
26
年
４
月
25
日

定
価

４
６
３
円

規
格

A4
判

37
頁

http://www.nca.or.jp/tosho/

農地法第４条・第５条転用許可面積


